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ABSTRACT 
In ord巴rfor巴veryelderly people to liv巴仕eshlycovering the whol巴life,m巴ntalindep巴ndenc巴of
the eld巴rlyp巴opleitself and the environm巴ntsupporting it-institution, talented person -need to be 
fixed. Adminis住ationhas s巴tforth various m巴asuresin recent years based on the “law for th巴 lifelong
l巴紅ning",the”law for th巴promotionof the music education" and the”law for the cultural art pro-
moting" so that the elderly p巴oplewho tend to b巴 isolat巴dcan live in th巴巴nvironmentof th巴 rich
scent of culture, building rich human relations. In this flow, the cultural activities in welfare facilities, 
such as a home for the aged and a hospice, are beginning to attract attention. Simultaneously, the 
medical-treatment side of the cultural activities as art therapy is beginning to be thought as important. 
The viewpoint of musical therapy is important also for th巴musicalactivities in an巴lderly-peoplein-
stitution. Evaluation of the contents of activity is also changing from th巴”quantitative＇『 P巴rspectives
express巴dnumerically to the "qualitative”perspectives by which eld巴rlypeople’s history of individual 
and individuality are thought as important. Thus the Improvement in warmer "welfare culture ”is 
aim巴dat. 
Key words : welfare culture, qualitative res巴arch,lif1巴longlearning, law for the promotion of the mu 
sic education 
抄録
高齢者一人一人が、生涯にわたり生き生きと生きるためには、高齢者自身の精神的な自立
と、それを支える環境（施設、人材等）の整備が必要である。孤立しがちな高齢者が、文化の
香り高い環境のなかで、豊かな人間関係を築きながら暮らすことができるようJ生涯学習振興
法』『文化芸術振興法』『音楽教育振興法』に基づき、近年、行政は様々な施策を打ち出してい
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る。
その流れのなかで、高齢者ホームやホスビス等の福祉施設における文化活動が注目され始
め、同時に、文化活動においては、芸術療法等の福祉的・医療的な視点が重視され始めてい
る。
高齢者施設における音楽活動も、音楽療法の視点が重要であり、その活動内容の評価も、数
字で表す“量的”なものから、高齢者の個人史や個別性が尊重される “質的”なものへと変換
しつつあり、より細やかな「福祉文化」の向上を目指し始めている。
キーワード ：福祉文化、 質的リサーチ、生涯学習、音楽教育振興法
1聞はじめに
若い健康人でも、“いつか歩む道”として、自分の老後の姿を思い描かない人はいない。『終
ことわぎ
わりよければすべて良し』の諺にあるように、人生の最終ステージこそ、豊かで充実した心で
迎えたいものである。
じゅうたん
筆者が以前、スウェーデンで訪ねたある高齢者施設では、一人一人が豪華な械哲や家具に固
まれた個室を持ち、その暖炉の上には家族や若かりし頃の思い出の写真が数々、飾られてい
た。クローゼットには洋服が隙聞のないほど吊り掛けられ、毎日、身だしなみやおしゃれに気
をつかい、 誇り を持って生活する様子が伝わってきた。
また、子供の施設を挙げても、 さまざまな生活施設は、他の一般人の住宅よりも、より豪華
で立派な調度品で満たされている。それは、「一般家庭の子供たち以上に傷ついた子供たちが暮
らす住宅は、より文化の香り豊かな環境に整えて、少しでもその子供の心を満たし、 癒してい
かなければ不公平である」という考えからきている。
福祉大国と言われる北欧諸国では、福祉の現場にこそ文化が必要で、あることが社会通念とな
っており、この点が、我が固の福祉に対する考え方と大きく異なる点である。 少子高齢化社会
を迎え「経済国家」から「福祉国家」へと急速なシフト転換を強いられている我が国では、現
在、「文化」 を媒介にその道を切り開こうとしているが、本稿では、その道筋を考察したい。
2.福祉文化
一番ケ瀬康子著『福祉を拓き、文化をつくる.I}では、社会福祉と文化の関係について、次の
ように述べている。
「…福祉本来の “人間と しての幸せを求めての日常生活での努力”の意味するところを考え
るならば、それは当然、文化的な生活を目指さなければ意味がないといえよう。… （中略） ・
とりわけ社会福祉の究極の目的が、自己実現への援助であり、 その在り方を追求していくこと
であるという視点にたつならば、文化を含み得ない社会福祉はあり得ない…」21
その意味から、一番ケ瀬は「…いず、れにしても 自らの福祉はいうまでもなく 、とくに社会福
祉の利用に、より文化の香りをということができょ う…」3）と述べ、“福祉の文化化”と“文化の
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福祉化”を総称し、「福祉文化Jとしている。
文化とは“Culture（耕す）”という意味で、本来、 人間一人一人が自分を取り巻く自然や環
境に働きかけ、創造的に真 ・善 ・美をめざして努力してゆく過程で生み出される物心両面の成
果である。その成果のなかには、学問、宗教、道徳、 音楽、スポー ツ、 絵画、レクリエーショ
ンや衣食住の生活に根ざしたさまざまな分野があろう。一番ケ瀬は、また、次のように述べて
いる。
「…日本の文化人は外国の何々という演奏家が来ると、すごい高いお金を出して聞きにいく
でしょう。それは、いわゆる文化人じゃなくて、文化商品購入人というものです。本当の文化
というものは、自分で創ること。しかも、本当にやりたいことをそれぞれが下手で、も何でもや
ってみて、お互いに向上していくことでしょう。それを福祉の現場からやっていくこと。現場
からやっていくことは、逆に歯が浮いたような日本の文化遺産行政や文化商品購入人みたいな
在り方を変えていくことにつながり ます…」（筆者一部加筆）4) 
「文化国家J「福祉国家」を目指すには、 一部の条件に恵まれた人のみの努力では限界があ
り、すべての人々が、 草の根からの文化創造を目指して日々の生活を営んでこそ、国家と して
の文化の基盤は広く深まり、文化の質は高まるとしている。
スウェーデンの長期療養病院では、必ずといってよいほど中央図書館の支所にあたる図書館
が設置されており、図書や美しい絵などが高齢者の希望に合わせて手に渡るシステムが完備し
ている。ベッドに寝たきりの高齢者にも、本が読みやすい装置が取り付けられており、司書が
ワゴンに絵や本を積んで、ベッド聞を練り歩くのである。
高齢者の音楽活動においては、本と同様に 「人問、死ぬまで音楽を聞く権利がある」と考
え、ベッドの枕元にも音楽を聞く装置を取り付け、好きな音楽の相談にのってくれるような専
門家も必要と考える。多様なジャンルからその時の気分に合わせた音楽を選べるようになるこ
とが、その人の個人史や個別性を尊重する音楽活動としての第一歩であろう。
次に、高齢者の施設 ・ホー ム・ 病院での音楽活動において、個人史や個別性にかかわる留意
点について述べてみたい。
3.音楽の個人史と個別性（多様性）
高齢者の施設 ・ホー ム・ 病院でよく見られる音楽活動として、集団での音楽セッション （レ
クリエ シーョ ン）がある。セッションを展開するには、「言葉と音楽Jによる“語り合い” が重
要で、そのために、まず選曲を重視し、その曲が歌われていた時代背景等の知識を得ておくこ
とが必要で、ある。
音楽のレクリエーションは、自分が特に歌わな くとも、互いの会話がなめらかになることで
その場の雰囲気が盛り上がり、思わずそこに参加したくなるような、なごやかな雰囲気に包ま
れた “極楽なひととi’であることが理想である。ところが、高齢者にとって、逆に「嫌な思
いJ「辛い思いjをする “苦痛なひととき”になる場合の多いことが、 最近、問題になってい
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おん く
音楽は“音を楽しむ”と書くが、使い方を誤ると、たちまちにして“音が苦”になってしま
う。学校教育における授業での歌唱（独唱）試験や、宴会で苦手なカラオケのマイクが向けら
れることも、その一例と言えよう。
一般社会では、音楽は“楽しいもの”とされているだけに、時によっては “苦しくもあるも
の”という部分が見落とされがちである。音楽は、その人の個人史と深く関わっているだけ
に、その“苦”は、人によってさまざまで個性的でもある。
以下に、高齢者の音楽活動にともなう“苦”の中の、主な3点を取り上げてみる。
1）“無理強い”や“強要”をしない
高齢者の多く は、 若いと き、現代ほどの豊かな音楽環境には恵まれておらず、また、「軟
めめ
弱で女々しい音楽など男子がするものではないJ、「男女7歳にして席を同じうせず」など
の約束ごとや決まり事があり、特に、男性の高齢者には、音楽に対して “照れ” や“こだ
わり”をもち、 表面的には音楽を受け入れにくい場合が多い。更に、集団で音楽を楽し
み、互いのコミュニケーションを深めるなど、 苦手という高齢者が少なくない。
音楽セッション等の音楽活動において “全員参加”という決ま りは、高齢者にとって、
自分の 「参加・ 不参加・傍観者」などの自由な選択肢を無視され、“無理強い” あるいは
“強要”されているように感じるものである。参加することを “無理強い” することは、
「精神的な虐待」に繋がりかねない。
音楽は、l人でも 2人でも楽しめるもので、特に “導入”が大切な音楽活動において
は、あくまでも高齢者と “心が一つ”になることを目指した“独自で楽しい活動” を工夫
しなければならないと考える。
2）愛好する音楽の多様性を重視する
一般的に、施設・ホーム ・病院における音楽活動で選ぶ曲は、 誰でもが愛好する無難な
あふ
ものとして、季節や行事の歌、歌謡曲、民謡等が挙げられる。しかし、多様な音楽が溢れ
ている現代社会において、高齢者といえども音楽の好みはさまざまであり、一般的な音楽
のみでは活動に限界がある。ある元高校教師 （英語担当・ 73歳） は、 若いときからジャズ
とクラシックを愛し、現在、病院での療養生活においても、枕もとの音楽はチェロの無伴
奏ソナタ（バッハ作曲） 等の昔からの馴染み深い曲である。
このよ うに、 個人晴好の特定化・ 多様化に伴い、高齢者の音楽生活においても、 個別性
のある対応が求められようとしている。 個別性のある対応の根拠となるのが 「音楽の個人
史」である。個人の音楽人生と趣味を知らないまま、一律に曲を選ぶべきではない時期が
きていると言えよう。
前述の教師は、20代からバイクの後ろに妻を乗せ、いつも一気にコンサート会場まで通
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ったそうである。生の音楽を聞き終えたときの感動と高揚する気持ちを胸に、風を切って
走る姿は容易に想像できょ う。 満ち足りた体験の数々であったことと思われる。
このように、個々の音楽人生の貴重な思い出をもっ高齢者を、人生の最終ステージであ
る施設・ホーム・病院において、 一般的な音楽のみで画一的に括ることは、文化 （音楽）
体験によって得られた“個人の誇り” を踏みにじる行為であろう。
現場では、あくまでも高齢者本位に、彼らが「何を求め、何を聴き、何をしたがってきた
か」をたえず模索し、自己実現の完成を支援しなければならない。具体的には、事前にア
ンケー トやリクエス トをとることや、直接、本人に聞けない場合は個人の家族 ・知人に聞
くなどし、できるだけ細かく音楽の趣味や好みの情報を得、尊重する姿勢が大切で、ある。
3）戦争体験 （8月、終戦記念日）を尊重する
戦争を くぐり抜けた体験をもっ高齢者を前にし、戦争を知らない若い音楽療法士やスタ
ッフが、8月15日の終戦記念日をどう接するかということは難しい問題である。
長谷部孝子著『お年寄りの音楽療法実践の手引き.JSIでは、 特別に 「終戦記念日」の項
目6）を設け、この日の音楽活動の心構えについて詳しく述べている。その一部を、以下に
抜粋したい。
「……多くの方の生活を塗り替えてしまったあの戦争体験を若い世代が無視して、彼ら
の人生経験から切り捨ててしまったとしたら、（お年寄りの皆さんは）じっと耐えて営々と
して働き、築き上げてきた大事な “時”を踏みにじられた思いがすることでしょう……」
（筆者一部加筆）
長谷部は、これまでの数多く接してきた高齢者に、“あの辛い戦争を、もう二度と思い出
したくないか” あるいは“辛くとも思い出して、再びこのような戦争を繰り返さないよう
伝えたいか”と問いかけると、十中八、九が後者を選ぶと述べている。ただし、戦争体験
に関する発言では、患者が自発的に話すことは受け止めるべきだが、あえて聞き出すこと
は避けるべきであるともしている。また、長谷部は、次のよう に“あいさつ”してこの日
の音楽活動を開始するとしている。
卜…・この平和で、何不自由ない現在の私たちの生活は、皆様が真面白に汗して働き、
皆様の力で築いてくださったものです。その感謝の気持ちをこめて、戦時中の歌を歌わせ
ていただきます……」
音楽は、その時代の人々の生活に密着している。ここでも高齢者の戦争体験は、音楽活
動において避けて通ることは不可能であり、音楽スタッフはそれを踏まえた上で、戦争体
験を尊重する気持ちゃ姿勢を示することが大切で、ある。 具体的には以下の表現方法があろ
つ。
①感謝や尊敬する心境を、自分の言葉で伝える
②当時の戦争を理解するために、本や映画で知識を得るなどして想像力を働かせ、そ
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の心情に共感しよ うとする姿勢を示す
高齢者と音楽スタッフの両者が、 これらの心情を共有することは、自然にその場の雰囲
いや
気 ・空気となって表れ、セッションに参加する高齢者の気持ちを癒すことに繋がるであろ
つ。
以上、高齢者の音楽活動における一般的な留意点を述べてきたが、 現在、 我が国では、これ
らの留意点を踏まえた上で、高齢者の施設・ホーム ・病院において、 音楽の更なる有効活用が
求められている。
これまで音楽療法士等によって、音楽の有効性を心拍数等のデ ターの積み重ねによる数値で
客観的・科学的に実証することが試みられてきた。「量的リサー チ」と総称される研究方法である。
しかし、 音楽は古来から、呪術的な要素の濃い、医科学からはみ出た分野でもあるため、 音
楽療法の全容は音楽療法独自の表現方法を持たなければ語ることができないという 「質的リサ
チーJの考え方が、音楽療法の誕生の地であるアメリカから、近年、 生まれ始めている。
4.音楽療法における“質的リサーチ”
科学的な様式や分析で音楽の有効性を計る「量的リサーチ」を重視しつつ、音楽療法におけ
る独自の表現様式 ・分析方法を持つことは、現在、スタートラインに立ったばかりである。
生野里花著 『音楽療法士の仕事』7）では、「質的リサ チー」に関して以下のように述べている。
「……科学的研究として、 数値で効果をはかることは量的リサーチと呼ばれるのですが、一
方で数にならないことも研究しなければいけないという論調が、最近出てきました。たとえ
ば、セッションを評価するときに 『私はこのときこういう思いを込めま した』「それを見ていた
アシスタントはこれをこんなふうに受け取ってこう動きました』『そのと き子どもはこんなふう
に変わっていますJということを質で検証していこうというリサーチの方法が出てきているの
です。 ……」8)
つづ
“現象をまったく現象のままに書き綴る”ことは現象学という哲学の一派に通じるが、各人
の正直なその場の気持ちを、すべて言葉に表すことで、その会話の中で頻繁に出てくる言葉を
キーワードに、そこから全体を理解・分析してゆく研究方法である。
「量的リサーチ」では、何事も客観的に捉えるため、音楽療法士やスタッフの観察者は“自
分の主観を交えることで高齢者に影響を与えてはいけない”とする立場をとる。逆に、「質的リ
サ チーJにおいては、音楽療法士やスタッフが、“おおいに高齢者と関わらなければ音楽による
療法は不可能”とする立場をとるのである。このことから、 リサーチする研究者は、あく まで
“現場”で高齢者に直に接することが必要であり、一方、施設 ・ホーム・病院の“現場”で直
に高齢者の音楽活動にかかわる人聞が、リサーチにも携わることが必要になってく る。
「質的リサーチ」の考え方では、音楽療法は“科学”“芸術（音楽）”“人間 （関係 ・コミュニ
ケーション）” の3者の上に成り立っており、 その互いの役割と定義を、生野理花著 『音楽療
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法士の仕事.J9）を参照し、表lにしてみる。
表 1.科学・芸術・人聞の役割と定義
科 P寸旦ー． 土le 術 人 問て民
客 観 王 観 共 感
集合性 個 別 性 親密 性
複写性 創 造 性 関 係 性
“真”を求める “美”を求める “愛”を求める
音楽療法においては、“科学”と“芸術”の2者が、 それぞれに矛盾し合い相反する立場をと
りながらも、 “人間”によって密接に関係し合って成り立っているのである。その相互関係を
図1に表す。
図1.科学・芸術・人間の相互関係
〈科学〉 く人間〉 〈芸術〉
客観 共感
集合性 4毛ー 親密性 －一弓P』 個別性
4毛ー
複写性
4長一 関係性 ーぅ 創造性
“＝盲rて” “愛” “美”
上記の図lのように、相反する立場をとる“科学”と“芸術”が、“人間” によって引き寄せ
られ融合し、三者が一体となる部分が音楽療法の領域であると考えられる。その音楽療法の部
分を斜線に表す（図2）。
図2.科学・芸術・人間における音楽療法の領域
人間
科 術
※ 斜線の部分が音楽療法
の領域を表す
芸術や科学は、それだけを追及していくと “人間不在”になってしまう。“芸術のための芸
術”や“科学のための科学”になり、人間不在の結果、音楽芸術では「理解不可能な現代音
楽」ゃ「高尚なクラシック音楽j等の言葉が聞かれるようになる。また、科学のみを追求した
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結果、「クローン人間j等の、人類の尊厳にかかわる問題が起きょ うとしている。
“科学”と“芸術”の聞に、“人間”ならではの 「人間関係」「コミュニケーション」という
視点が入ることで、“芸術や科学を誰のためにやっているのか”という焦点を定めることが可能
になる。 言い換えれば、 高齢者の施設 ・ホーム ・病院において、“誰のためにやっているのか”
を明確にすることで、“音楽活動 （芸術） とリサーチ （科学）”が融合し、音楽療法独自の表現
方式 ・分析方法を持つことができるようになると考えられる。
以上から、今後の高齢者の音楽活動では、以下の3点が課題として挙げられよう。
1 ）“人間”としての高齢者個人の尊重（個別性・多様性の尊重）
2）“芸術”としての音楽の質、及び音楽活動の質の向上
3）“科学”としての量的リサー チから質的リサーチへの転換
次に、 「人間関係」「コミュニケ シーョ ン」という視点に深く関わる“地域と生涯学習”につ
いて述べてみたい。
5.生涯学習
音楽の立場から生涯学習を考えると「揺りかごから墓場まで、 一生涯にわたって音楽を愛好
する」ということになろう。音楽は、胎教からはじまって、ポスビスにおけるターミナルケア
まで、人の一生に深くかかわる芸術だが、身近なことではCDを聴く、 演奏会に足を運ぶ等の
生活のなかでの余暇活動を指す。
鑑賞だけではなく、楽器を奏するなど自らを音楽表現し、更に、他の奏者と一緒にアンサン
プル（合奏）を楽しみ、その上、仲間同士で学習発表の機会を設け、遂にはコンサートを聞く
など活動を発展させると、音楽に満ちた“極楽な人生” になってくる。
若い時代の豊富な音楽体験の有無で、将来、その人が高齢者となった時に、“人生の豊かさ”
が違ってくるはずで、ある。お金や物ではなく、 多くの音楽体験を持つことは、文化的な“心の
財産（無形文化財）”を持つことであり、このことは人間としての自由時間や余暇時聞の使い
方として重要で、あるにもかかわらず、忘れられがちなことであろう。
人は、年をとってライフステージが変わるたびに、肉f本だけではなく、心や精神も大き く変
化する。そのため、時々の年代に合った知識や体験がなければ、孤独感や喪失感など、たちま
ちにして精神の危機的な状況に直面してしまっ。生涯学習の必要性は、日々 、それぞれのライ
フステージに合った“自分さがじ’“自分癒し”の方法を、自ら学んで、いかなければならないこ
とから生じている。
そのためには、知識を得たい時に、いつでも学習できる機会が人々に聞かれていることが大
切で、それは高齢者の施設 ・ホーム ・病院の福祉施設においても同様である。
米国のリタイアメントホームでは、高齢者の自立が入居条件とはいえ、そこに暮らす人々は
健康維持に日々努力しながら、入居者向けの多様な催し物や講座に積極的に参加し、前向きな
生活を心掛けている。ホームでは、朝8時からの太極拳に始まり、 散歩、水泳、 ポーカ一、買
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フォークダンスから夜の教養講座まで、少ない日でも 7種類、多い日は12種類ものプロい物、
グラムが組まれている。その活動は、地元の大学教員や子供たちによってサポートされ、楽し
カラオ
ケや民謡だけではく、 合唱やブラスパン ド、ピアノ教室やオーケス トラ等のさまざまなジャン
ルの音楽講座が聞かれる日も近いと考えるO「音でコミュニケートするJことを目的とする音楽
く社会参加や学習ができるシステムが根づいている。我が国の高齢者施設においても、
は特に重要である。ここでも、必要なことは地域との連携であろう。
次に、高齢者の音楽の生涯学習を支える地域とのかかわりについて、簡単に述べてみたい。
6.地域文化振興
音楽の生涯学習にとっては、音楽を用いた人々の“集いの場”を設定する ことが重要であ
日ごろの練習成果を地域の中で発表 ・披露でき るる。音楽を学習している人々にとって、
“場”をもつこと大きな “励み”で、誇りや自信につながることである。また、音楽を通して
互いに交歓することで感情の共有ができ、地域としての緋も深まる。それは、 素晴らしいプロ
と、互いが互いの存在の演奏を一緒に鑑賞する時でも同様で、「あの人も聴きにきている……」
を認め合う ことでも、人々は“生きがい”を感じることができるである。
例えば、“在宅福祉”において、 地域で高齢者の生活を支えるといっても、その基盤となる地
域コミュニティの形成は大都市であるほど難しい。高齢者施設において、地域の住民参加によ
る音楽集会に取り組むことが、「人づくり」「まちづくりJにつながると考えている。
高齢者の施設 ・ホ ムー・ 病院での音楽集会で演奏する人は、以下の8種類に分類できる。
入院患者 ・施設利用者 （高齢者）
施設職員
患者 ・利用者の家族
地域の児童 ・生徒 ・学生
地域住民
地元の演奏家や演奏団体
音楽療法士や音楽スタップ
?????????
プロフェッショナルの演奏家や演奏団体
音楽を通じてそれぞれの“出会い”を設定し、 豊かで明るい人間関係を創造してゆきたいも
のである。
音楽集会の形態も多様で、大まかに以下の5種類に分類できる。
A.鑑賞会型（音楽会、CD、ビデオ鑑賞会等）
B.住民参加型（学習成果の発表会等）
C.生涯学習型（講習会等）
D.指導者育成型（コンクール等）
E. ABCD混合型
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他にも、朗読や人形劇、落語や演劇等の他ジャンルと、音楽との組み合わせでさま ざまな集
会を企画・制作することができる。近年は、世代間交流を目的とした“コミュニケーション芸
術（住民参加型）”のミュージカル上演が全国でも頻繁に実施されている。その土地の歴史や
民話 ・風土をテーマにした創作ミ ュージカルを地域から全国 ・世界にむけて創造 ・発信するの
である。
北海道浦河町の全国的にも珍しい高齢者による住民参加型の音楽劇叫は、63歳から83歳まで
のお年よりが舞台を務め、子ども達がそれをサポー トした。ユニークなこの試みは、地域の活
性化に繋がり、少子高齢化の社会を活気づけてくれたはずである。
我が国では、明治以来、輸入された西洋音楽を崇拝する潮流に、邦楽や民話などの日本古来
の伝統音楽が押しやられる状況が続いた。これを反省し、2002年度から施行された新学力指導
要領では、邦楽を取り入れはじめ、 小・ 中学校での授業に筆の合奏が取り入れられるなど、自
国の風土や感性を大切にした音楽教育を目指し始めている。
本来、民衆の生活の中から生まれた民芸 ・民謡を大切にすることからその国の真の文化は生
まれ、それが人々の生活の幸福につながる“福祉の向上”となる。その意味からも、高齢者の
文化から学ぶことは多いと考える。
地域住民のそれぞれが文化の担い手としての自覚を持ち、老若男女が相互に学ぶ生涯学習の
視点から、今後は、従来の「教育」に加えて、地域の中で“共に育ち、共に育てる”「共育」と
いう概念が必要であろう。
次に、「福祉文化」「共育」をキーワードに、「国際化」「生涯学習」「地域文化振興」を理念とす
る『音楽教育振興法』について紹介したい。
7.『音楽教育振興法』
1994年（平成6年） 11月に、“音楽の憲法”ともいえる 『音楽文化の振興のための学習環境の
整備等に関する法律pi、略して『音楽教育振興法（音振法)jが制定された。
戦後を経て、高齢化社会を迎えた日本では“生きカ九γ，といった人間のあるべき姿が模索さ
れはじめているが、音楽文化の振興は、同時に、国際的な次の2つの視点からも緊急の課題と
されている。
① 異文化問における相互の理解 ・尊重による国際的な連帯 ・協力
② 高度情報化社会における“日本国民”としてのアイデンテイテイの確立
現在、これらの事態に対応する重要な策のーっとして、芸術文化振興の中でも、特に、「音楽
文化振興」が世界的にも強調凶されているが、もともとこの『音振法』 の背景には、国際的な
平和団体ユネスコの平和理念が存在する。
ユネスコは、第2次世界大戦終結後の1945年秋に、国連の専門機関の一部としてスタートし
たが、翌年の1946年に発効したユネスコ憲章では、大戦で人類の歴史に大きな傷痕を残した深
い反省から、「人の心の中に平和のとりでを築かなければならないjとし、音楽教育を 「人聞を
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人間たらしめる と同時に、人類の共通の地盤を求め、国際理解の一助と成り得る手段」とし
て、そのスローガンに掲げ、 10月1日を 『国際音楽の日』 とした。
従来、我が国では、「音楽教育jといえば 「学校教育」 のみを指すものであったが、『音振法J
では生涯学習の視点から「音楽学習」の定義を、「学校教育 ・家庭教育・ 社会教育jの3本柱と
している。（第2条の3 〔定義〕）。
社会教育においては、目下、「生涯学習スポーツ指導員」と同様な I生涯学習音楽指導員」の
制度化が待たれており、その役割は、高齢者を含む一般の人々 の余暇の時間を 「生きているこ
との“あかしっとして音楽を楽しんでもらうために、音楽の学び方・楽しみ方を指導 ・助言
することである。これらの地域の指導員は、将来、 音楽療法士とともに高齢者の音楽活動の大
きな推進力となることが期待されている。
音楽文化の振興の進み度合を、地域ごとに比較すると仮定した場合、その 「指標 ・よりどこ
ろ・根拠」となる項目を挙げてみる。
①音楽のジャンルの多様性 （クラシック、ジャズ、民謡、カラオケ、文楽、ロック等）
② 音楽を楽しむ世代の幅 （胎教からホスピスケアまで）
③音楽を楽しむ（鑑賞、 演奏、作曲）する人口 （サークル数）
④ 国民の音楽的なレベル（音楽教育、生涯学習、指導者）
上記の項目以外にも、音楽には儀式的、宗教的、政治的、医療的な利用や、仕事での労働
歌、子育てでの子守唄等、日常生活におけるさまざまな役割があり、「指標 ・より どころ ・根
拠jとなる項目を限定することは難しい。
現在、介護 ・長期療養を受けている高齢者のうち、在宅サービス (1,566, 600人）を除く施
設サービスの内訳は、特別養護老人ホーム（308,900人）、老人保健施設 （237,200人）、療養型
医療施設（約120,000床）、痴呆性高齢者グループホーム (14,000人）、有料老人ホームやケア
ハウス等の特定施設 (13,000人）が利用者数の順である。これらすべての施設 ・ホーム・病院
の福祉施設は、地域において、文化創造・文化発信の拠点となることを目指すべきであろう。
以上、『音振法Jにおける 3つのキーワード「国際化」「生涯学習」「地域文化振興」について
簡単に述べてきたが、これらを図にまとめてみる日）。
図3.『音楽教育振興法』の3つの理念
／ 生涯~
国際化 ｜＼ 
地域文化振興
※ この3つの理念は、 「福祉文化J「共育jの2つの視点において、 密接に関連し合って
おり、相互に影響し合う。
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8.おわりに
今までの福祉は、経済的側面だけに止まり、その意味から「家族のいない人のみに限る」と
いう非常に狭められた捉え方をされていた。これからの福祉は、歴史の中で文化とともに築い
ていくもので、 築いていく場面においては、“経済的な側面”だけではなく “心や精神の問題”
に重点を置かなければならない。そして、あらゆる人々が持っている可能性やすばらしさを引
き出し、更に、社会に貢献することまでを期待するものである。
「国際化」「生涯学習」「地域文化振興」という 『音振法Jの理念を、「福祉文化」「共育Jとい
う切り口から理解すべきであろう。『音楽教育振興法』は、ともすれば孤立しがちな高齢者が、
日々、仲間と共に音楽を楽しんで過ごせる生活を保障し、支えてくれるはずである。多く 人々
が、この法律の意味を深く理解し、 一刻も早く高齢者の音楽活動に活用し、すべての人が“音
楽と共にある人生”を全うできるような社会になってほしいと考える。
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